
(57)【要約】

【課題】霧状に噴霧する洗浄液を溜める洗浄液タンクを

合理的に構成する。

【解決手段】貯水部５を有する洗浄槽４と、洗浄液を貯

留する洗浄液タンク２０と、この洗浄液タンク２０内の

洗浄液を霧状に噴霧する噴霧手段２１とを備え、前記貯

水部５と洗浄液タンク２０を連通部２６により連通する

構成としたものである。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
貯 水 部 を 有 す る 洗 浄 槽 と 、 貯 水 部 の 洗 浄 水 を 加 圧 す る 洗 浄 ポ ン プ と 、 洗 浄 水 を 噴 射 す る 洗
浄 ノ ズ ル と 、 洗 浄 水 を 加 熱 す る ヒ ー タ と 、 洗 浄 液 を 貯 留 す る 洗 浄 液 タ ン ク と 、 洗 浄 液 タ ン
ク の 洗 浄 液 を 霧 状 に 噴 霧 す る 噴 霧 手 段 と を 備 え 、 前 記 貯 水 部 と 洗 浄 液 タ ン ク を 連 通 部 に よ
り 連 通 す る 構 成 と し た 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ２ 】
連 通 部 は 、 少 な く と も そ の 一 部 が ヒ ー タ の 上 位 に 位 置 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 食 器
洗 浄 機 。
【 請 求 項 ３ 】
洗 浄 液 タ ン ク は 、 少 な く と も そ の 一 部 が 洗 浄 槽 内 に 露 出 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ま た は ２
記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ４ 】
洗 浄 液 タ ン ク は 、 洗 浄 槽 に 設 け た 給 水 口 に よ り 給 水 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ５ 】
貯 水 部 は 、 洗 浄 液 タ ン ク に 設 け た 給 水 口 に よ り 給 水 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ６ 】
洗 浄 液 タ ン ク は 、 給 水 に よ り そ の 内 部 が 撹 拌 さ れ る 構 成 と し た 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １
項 に 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ７ 】
噴 霧 手 段 は 、 少 な く と も そ の 一 部 が 洗 浄 液 タ ン ク 内 に 露 出 し た 構 成 の 請 求 項 １ ～ ６ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ８ 】
貯 水 部 内 の 洗 浄 水 を 排 水 す る 排 水 ポ ン プ を 設 け 、 前 記 排 水 ポ ン プ に よ り 、 洗 浄 液 タ ン ク 内
の 洗 浄 液 を 排 水 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ９ 】
洗 浄 液 タ ン ク 底 部 は 、 貯 水 部 底 部 よ り 上 位 に 位 置 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 食 器 洗 浄 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 洗 浄 水 を 霧 状 に 噴 霧 す る 水 粒 子 発 生 機 構 を 洗 浄 槽 に 備 え 、 洗 浄 を 行 う 前 に 水 粒 子
で 食 器 の 汚 れ を 膨 潤 さ せ 、 食 器 に こ び り つ い た 汚 れ を 柔 ら か く し て 落 ち や す く し 、 洗 浄 性
能 を 向 上 さ せ る 構 成 の も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ９ ３ ７ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 水 粒 子 で 食 器 の 汚 れ を 膨 潤 さ せ る の で 洗 浄 性 能 が
向 上 す る が 、 噴 霧 す る 洗 浄 液 を 貯 留 す る 洗 浄 液 タ ン ク の 具 体 的 な 構 成 が 確 立 で き て い な か
っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 洗 浄 液 タ ン ク の 具 体 的 な 構 成 を 確 立 し 、
高 い 洗 浄 性 能 を 有 す る 食 器 洗 浄 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 食 器 洗 浄 機 は 、 貯 水 部 を 有 す る 洗 浄 槽 と 、
洗 浄 水 を 加 熱 す る ヒ ー タ と 、 洗 浄 液 を 貯 留 す る 洗 浄 液 タ ン ク と 、 洗 浄 液 タ ン ク の 洗 浄 液 を
霧 状 に 噴 霧 す る 噴 霧 手 段 と を 備 え 、 前 記 貯 水 部 と 洗 浄 液 タ ン ク を 連 通 部 に よ り 連 通 す る 構
成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 洗 浄 液 タ ン ク の 具 体 的 な 構 成 が 確 立 し 、 高 い 洗 浄 性 能 を 有 す る 食 器 洗 浄 機
が 実 現 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 食 器 洗 浄 機 は 、 洗 浄 液 タ ン ク 内 の 給 水 や 温 度 調 整 、 洗 剤 の 撹 拌 、 排 水 が 効 率 よ
く 行 え る も の で あ り 、 簡 単 な 構 成 で 高 い 洗 浄 性 能 を 有 す る 食 器 洗 浄 機 が 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 貯 水 部 を 有 す る 洗 浄 槽 と 、 貯 水 部 の 洗 浄 水 を 加 圧 す る 洗 浄 ポ ン プ と 、 洗
浄 水 を 噴 射 す る 洗 浄 ノ ズ ル と 、 洗 浄 水 を 加 熱 す る ヒ ー タ と 、 洗 浄 液 を 貯 留 す る 洗 浄 液 タ ン
ク と 、 洗 浄 液 タ ン ク の 洗 浄 液 を 霧 状 に 噴 霧 す る 噴 霧 手 段 と を 備 え 、 前 記 貯 水 部 と 洗 浄 液 タ
ン ク を 連 通 部 に よ り 連 通 す る 構 成 と し た こ と に よ り 、 洗 浄 液 タ ン ク 内 の 水 位 が 維 持 し や す
く な り 、 安 定 し た 噴 霧 が 行 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の 連 通 部 は 、 少 な く と も そ の 一 部 が ヒ ー タ の 上 位 に 位
置 す る 構 成 と し た こ と に よ り 、 洗 浄 液 タ ン ク 内 の 洗 浄 液 を 加 熱 す る こ と が で き 、 膨 潤 効 果
の 高 い 水 粒 子 を 噴 霧 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 の 洗 浄 液 タ ン ク は 、 少 な く と も そ の 一 部 が
洗 浄 槽 内 に 露 出 す る 構 成 と し た こ と に よ り 、 使 用 者 が 洗 浄 液 タ ン ク へ の 洗 剤 投 入 を 行 い や
す く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ３ い ず れ か １ つ の 発 明 の 洗 浄 液 タ ン ク は 、 洗 浄 槽 に 設 け た
給 水 口 に よ り 給 水 す る 構 成 と し た こ と に よ り 、 新 た に 給 水 口 を 設 け る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ３ い ず れ か １ つ の 発 明 の 貯 水 部 は 、 洗 浄 液 タ ン ク に 設 け た
給 水 口 に よ り 給 水 す る 構 成 と し た こ と に よ り 、 洗 剤 濃 度 の 高 い 洗 浄 液 を 安 定 し て 作 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ５ い ず れ か １ つ の 発 明 の 洗 浄 液 タ ン ク は 、 給 水 に よ り そ の
内 部 が 撹 拌 さ れ る 構 成 と し た こ と に よ り 、 洗 浄 液 を 作 る に あ た り 、 粉 末 等 の 固 形 洗 剤 、 あ
る い は ゲ ル 状 の 洗 剤 を 水 に 溶 か し や す く で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ７ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ６ い ず れ か １ つ の 発 明 の 噴 霧 手 段 は 、 少 な く と も そ の 一 部
が 洗 浄 液 タ ン ク 内 に 露 出 し た 構 成 と し た こ と に よ り 、 ス ペ ー ス を 有 効 に 使 え 、 機 器 の 小 型
化 が 図 れ る 。 ま た 、 噴 霧 手 段 へ の 導 通 経 路 が 不 要 と な り 、 構 造 が 簡 単 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ８ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ７ い ず れ か １ つ の 発 明 の 食 器 洗 浄 機 に 貯 水 部 内 の 洗 浄 水 を
排 水 す る 排 水 ポ ン プ を 設 け 、 前 記 排 水 ポ ン プ に よ り 、 洗 浄 液 タ ン ク 内 の 洗 浄 液 を 排 水 す る
構 成 と し た こ と に よ り 、 新 た に ポ ン プ を 設 け な く て も 、 洗 浄 液 タ ン ク 内 の 洗 浄 液 等 残 留 水
を な く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ９ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ８ い ず れ か １ つ の 発 明 の 洗 浄 液 タ ン ク 底 部 は 、 貯 水 部 底 部
よ り 上 位 に 位 置 す る 構 成 と し た こ と に よ り 、 洗 浄 液 タ ン ク 内 の 洗 浄 液 等 残 留 水 を 確 実 に な
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く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 の 形
態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ お よ び 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 食 器 洗 浄 機 を 示 す も の で あ る 。 図 １
に 示 す よ う に 、 給 水 経 路 １ は 、 水 道 水 を 洗 浄 機 本 体 ２ へ 給 水 口 ２ ９ か ら 給 水 す る も の で 、
給 水 弁 ３ に よ っ て 給 水 を 制 御 す る 。 ４ は 洗 浄 槽 で 、 こ の 洗 浄 槽 ４ は 内 部 に 食 器 か ご １ ０ ａ
、 １ ０ ｂ を 収 容 す る と と も に 、 給 水 し た 水 を 貯 水 す る 貯 水 部 ５ を 設 け て い る 。 ま た 、 洗 浄
槽 ４ の 貯 水 部 ５ に は 、 水 位 検 知 手 段 ２ ５ を 備 え た 補 助 タ ン ク ６ が 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 貯 水 部 ５ に 貯 水 し た 水 は 、 貯 水 部 ５ に 設 け た ヒ ー タ ７ で 加 熱 さ れ る と と も に 、 洗 浄 ポ ン
プ ８ で 加 圧 さ れ 、 洗 浄 ノ ズ ル ９ か ら 食 器 か ご １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 内 の 食 器 に 向 け て 洗 浄 槽 ４ 内
に 噴 射 し 、 食 器 を 洗 浄 す る よ う に し て い る 。 排 水 ポ ン プ １ １ は 洗 浄 槽 ４ 内 の 水 を 排 出 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 洗 浄 機 本 体 ２ に は 前 面 ド ア １ ２ が 設 け て あ り 、 こ の 前 面 ド ア １ ２ を 開 閉 す る こ と で 、 洗
浄 槽 ４ か ら 食 器 か ご １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ が 出 し 入 れ で き る よ う に な っ て い る 。 残 菜 フ ィ ル タ １
３ は 食 器 に 付 着 し て い た 残 菜 を 捕 捉 す る も の で あ る 。 ま た 、 食 器 乾 燥 用 フ ァ ン ヒ ー タ １ ６
は 食 器 洗 浄 後 に 食 器 を 乾 燥 さ せ る も の で 、 こ の 食 器 乾 燥 用 フ ァ ン ヒ ー タ １ ６ で 発 生 し た 熱
風 は 、 送 風 路 １ ７ を 通 し て 洗 浄 槽 ４ へ 送 ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 洗 浄 槽 ４ 内 部 に は 洗 剤 投 入 口 １ ８ を 設 け て お り 、 噴 霧 す る た め の 洗 浄 液 を 作 る の
に 必 要 な 洗 剤 を 使 用 者 が 投 入 す る 。 洗 剤 投 入 口 １ ８ の 下 方 に は 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ が 設 け
て あ り 、 貯 水 部 ５ と の 連 通 部 ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ か ら 給 水 さ れ た 水 道 水 に よ っ て 洗 剤 を 溶 か し
、 洗 浄 液 と し て 貯 留 す る 。 連 通 部 ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ を 設 け た こ と に よ り 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０
と 貯 水 部 ５ と の 間 で 水 の 行 き 来 が 生 じ る が 、 洗 浄 ポ ン プ ８ が 停 止 状 態 の た め 水 は 静 止 し て
お り 、 顕 著 な 水 の 行 き 来 は 生 じ ず 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ 内 に は 洗 剤 濃 度 の 高 い 洗 浄 液 を 貯 留
で き る 。 連 通 部 ２ ６ ａ は ヒ ー タ ７ の 上 位 に 位 置 し 、 ヒ ー タ ７ を 通 電 し た と き に は 貯 水 部 ５
の み な ら ず 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ 内 の 洗 浄 液 ま で 加 熱 さ れ る 。 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ 内 の 洗 浄 液
は 、 超 音 波 振 動 や ス プ レ ー な ど の 方 式 か ら な る 噴 霧 手 段 ２ １ で 洗 浄 槽 ４ 内 に 噴 霧 さ れ 、 洗
浄 液 タ ン ク ２ ０ 内 に 一 部 が 露 出 し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ２ ４ は 温 度 セ ン サ で 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ 内 の 洗 浄 液 の 温 度 を 検 知 す る 。 た だ し 、 温 度 セ
ン サ ２ ４ は 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ に 必 ず し も 配 置 す る 必 要 は な く 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ と 貯 水 部
５ と は 連 通 し て い る の で 、 貯 水 部 ５ へ 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 に お い て 、 そ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 食 器 か ご １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 内 に 食
器 を 配 置 し て 洗 浄 槽 ４ に 収 容 し 、 洗 剤 を 洗 剤 投 入 口 １ ８ に 投 入 後 、 運 転 を 開 始 す る と 、 給
水 弁 ３ が 開 き 、 貯 水 部 ５ と 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ の 双 方 へ 給 水 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 図 ２ は 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ を 上 方 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。 連 通 部 ２ ６ は 洗 浄 液 タ
ン ク ２ ０ の 端 の 方 に 開 口 し て お り 、 こ こ か ら 給 水 さ れ た 水 は 、 図 中 の 矢 印 の よ う に 旋 回 し
な が ら 内 部 を 撹 拌 す る よ う 作 用 す る 。 従 っ て 、 洗 剤 が 溶 け や す く 、 洗 剤 濃 度 の 高 い 洗 浄 液
が 安 定 し て 得 ら れ る 。 そ し て 、 貯 水 部 ５ に 溜 め ら れ る 洗 浄 時 の 洗 浄 水 の 洗 剤 濃 度 よ り 高 濃
度 の 洗 浄 腋 を 、 貯 水 部 ５ よ り 少 な い 容 量 に 設 定 し た 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ 内 で 、 必 要 な 噴 霧 量
に 対 応 し た 最 適 量 を 任 意 に 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 水 位 検 知 手 段 ２ ５ に よ っ て 所 定 の 水 位 に な っ た こ と が 検 知 さ れ る と 給 水 弁 ３ は 閉

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-287992 A 2005.10.20



じ 、 給 水 は 停 止 す る 。 次 に 、 温 度 セ ン サ ２ ４ に よ っ て 水 温 が 検 知 さ れ 、 所 定 温 度 よ り 低 い
と 、 ヒ ー タ ７ を 通 電 し 加 熱 す る 。 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ と 貯 水 部 ５ は 連 通 部 ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ で
連 通 し て い る た め 、 貯 水 部 ５ の 水 温 が 上 昇 す る に つ れ て 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ 内 の 水 温 も 上 昇
す る 。 ヒ ー タ ７ 上 方 に 連 通 部 ２ ６ ａ を 設 け た の で 、 効 率 よ く 加 熱 で き る 。 こ こ で 、 洗 浄 液
タ ン ク ２ ０ 内 の 洗 浄 液 の 温 度 は 、 高 い 方 が 噴 霧 す る 水 粒 子 の 温 度 を 高 く で き る 。 こ の た め
、 食 器 の 汚 れ に 対 す る 膨 潤 効 果 が 高 く な り 、 高 い 洗 浄 性 能 が 得 ら れ る 。 ま た 、 洗 剤 も 水 温
が 高 い ほ ど 溶 け や す く な る の で 、 洗 剤 濃 度 の 高 い 洗 浄 液 が 安 定 し て 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 噴 霧 手 段 ２ １ に よ り 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ 内 の 洗 浄 液 を 洗 浄 槽 ４ 内 部 へ 噴 霧 す る 。
噴 霧 が 行 わ れ て も 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ と 貯 水 部 ５ と は 連 通 し て い る た め 、 洗 浄 液 タ ン ク ２
０ 内 の 水 位 は ほ ぼ 一 定 に 維 持 さ れ 、 安 定 し た 噴 霧 が 行 え る 。 特 に 、 超 音 波 振 動 に よ る 噴 霧
で は 、 水 位 の 差 に よ る 噴 霧 量 の 変 動 が 大 き い の で 、 水 位 を 一 定 に 維 持 す る こ と で 、 安 定 し
た 噴 霧 が 行 え る 。 噴 霧 さ れ た 霧 状 の 洗 浄 液 は 、 洗 浄 槽 ４ 全 体 に む ら な く 噴 霧 さ れ 、 こ の 霧
状 の 洗 浄 液 に よ り 、 水 粒 子 で 食 器 の 汚 れ は 膨 潤 し 、 汚 れ が 落 ち や す い 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 い で 、 貯 水 部 ５ に 貯 水 さ れ た 水 は 、 ヒ ー タ ７ で 加 熱 さ れ る と と も に 、 洗 浄 ポ ン プ ８ で
加 圧 さ れ 、 洗 浄 ノ ズ ル ９ か ら 食 器 か ご １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 食 器 に 向 け て 噴 射 さ れ 、 食 器 を 洗
浄 す る 。 食 器 の 汚 れ は 霧 状 の 洗 浄 液 の 噴 霧 で 予 め 膨 潤 し て い る の で 、 洗 浄 力 は 向 上 す る 。
ま た 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ が 洗 浄 槽 ４ 内 に 露 出 し て い る た め 、 洗 浄 ノ ズ ル ９ か ら 噴 射 し た 水
に よ っ て 食 器 と 同 時 に 洗 浄 さ れ る 。 同 様 に 、 噴 霧 手 段 ２ １ に 対 し て も 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ 内
に 露 出 し た 部 分 は 洗 浄 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 洗 浄 が 終 わ る と 排 水 ポ ン プ １ １ に よ っ て 洗 浄 槽 ４ 内 の 水 を 排 出 す る 。 こ こ で 、 洗 浄 液 タ
ン ク 底 部 ２ ７ は 貯 水 部 底 部 ２ ８ よ り 上 位 に 位 置 し て い る の で 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ 内 の 水 は
、 連 通 部 ２ ６ ｂ よ り 全 て 排 水 さ れ 、 衛 生 上 好 ま し い 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ 内 の 給 水 や 温 度 調 整 、 洗 剤 の 撹
拌 、 安 定 し た 噴 霧 、 確 実 な 排 水 が 効 率 よ く 行 え る も の で あ り 、 簡 単 な 構 成 で 高 い 洗 浄 性 能
を 有 す る 食 器 洗 浄 機 が 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 食 器 洗 浄 機 を 示 し て お り 、 実 施 の 形 態 １ の 食 器
洗 浄 機 と 基 本 構 成 は 同 じ で あ る の で 、 洗 浄 に お け る 基 本 動 作 の 説 明 は 省 略 し 、 異 な る 部 分
を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ３ ０ は 給 水 口 を 示 し 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ に 開 口 し て い る 。 次 に 、 こ の 実 施 の 形 態 の 動 作
を 説 明 す る 。 洗 剤 投 入 口 １ ８ へ 洗 剤 を 投 入 後 、 給 水 弁 ３ を 開 き 、 給 水 口 ３ ０ か ら 給 水 を 行
う 。 給 水 は 連 通 部 ２ ６ ａ か ら 貯 水 部 ５ へ 水 が 流 れ 出 さ な い 水 位 で 停 止 す る 。 こ の 水 位 調 整
は 、 給 水 弁 の 通 電 時 間 を 設 定 す る こ と に よ っ て 行 う 。 従 っ て 、 こ の 時 点 で は 、 貯 水 部 ５ に
水 が 給 水 さ れ る こ と は な い 。 こ の 状 態 な ら ば 、 貯 水 部 ５ と 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ と の 水 の 行 き
来 が な い の で 、 洗 剤 が 貯 水 部 ５ へ 流 れ 出 さ ず 、 洗 剤 濃 度 の 高 い 洗 浄 液 を 確 実 に 作 る こ と が
で き る 。 従 っ て 、 高 い 洗 浄 性 能 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 噴 霧 を 開 始 し 、 所 定 時 間 経 過 後 、 噴 霧 を 終 了 す る 。 こ こ で 、 再 び 、 給 水 弁 ３ を 開
き 、 給 水 口 ３ ０ か ら 給 水 を 行 う 。 今 度 は 、 水 位 セ ン サ ２ ５ が 水 位 を 検 知 す る ま で 給 水 を 行
う 。 す な わ ち 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ か ら 、 連 通 部 ２ ６ ａ を 通 し て 貯 水 部 ５ 側 へ 水 を オ ー バ ー
フ ロ ー さ せ る こ と で 貯 水 部 へ 給 水 す る の で あ る 。 こ の と き 、 連 通 部 ２ ６ ａ は 必 ず し も 必 要
で は な い が 、 設 け て お い た 方 が 、 意 図 し た と お り の 水 の 流 出 経 路 で オ ー バ ー フ ロ ー さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 従 っ て 、 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ 内 の 洗 浄 液 は 、 給 水 口 ３ ０ か ら の 給 水 に よ り 、 貯 水 部 ５ と 洗
浄 液 タ ン ク ２ ０ と が 常 時 連 通 し て い な く て も 、 必 要 な と き に 貯 水 部 ５ へ 押 し 出 せ る の で 、
洗 浄 ポ ン プ ８ に よ る 洗 浄 ノ ズ ル ９ か ら の 水 の 噴 射 に よ る 洗 浄 が 、 問 題 な く 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 給 水 口 ３ ０ を 洗 浄 液 タ ン ク ２ ０ に 設 け る こ と で 、 洗 浄 ノ ズ ル ９ に よ る 洗 浄
に 支 障 を き た す こ と な く 、 洗 剤 濃 度 の 高 い 洗 浄 液 を 確 実 に 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 し た 各 実 施 の 形 態 １ ～ ２ の 構 成 は 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が
で き る も の で あ り 、 各 実 施 の 形 態 に 限 ら れ る も の で は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 食 器 洗 浄 機 は 、 洗 浄 液 タ ン ク 内 の 給 水 や 温 度 調 整 、 洗 剤
の 撹 拌 、 排 水 が 効 率 よ く 行 え る の で 、 食 器 以 外 、 例 え ば 、 衣 類 、 靴 、 人 体 、 機 械 部 品 、 電
機 部 品 等 の 洗 浄 性 能 を 向 上 さ せ る 用 途 に も 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 食 器 洗 浄 機 の 側 断 面 図
【 図 ２ 】 同 食 器 洗 浄 機 の 洗 浄 液 タ ン ク の 平 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 食 器 洗 浄 機 の 側 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ４ 　 洗 浄 槽
　 ５ 　 貯 水 部
　 ７ 　 ヒ ー タ
　 ８ 　 洗 浄 ポ ン プ
　 ９ 　 洗 浄 ノ ズ ル
　 １ １ 　 排 水 ポ ン プ
　 ２ ０ 　 洗 浄 液 タ ン ク
　 ２ １ 　 噴 霧 手 段
　 ２ ６ 　 連 通 部
　 ２ ７ 　 洗 浄 液 タ ン ク 底 部
　 ２ ８ 　 貯 水 部 底 部
　 ２ ９ 、 ３ ０ 　 給 水 口
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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